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「
通
園
通
学
路
」
交
通
安
全
総

⑳児童が下校するようす（米沢小学校）

秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の

九
月
三
十
日
、
町
内
の
交
通
安
全

対
策
関
係
者
が
通
園
通
学
路
な
ど

の
交
通
安
全
総
点
検
を
行
い
、
危

険
箇
所
を
調
査
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
日
ご
ろ
見
落
と
し
が
ち

な
危
険
箇
所
を
児
童
・
生
徒
の
視

点
で
調
査
し
、
随
時
改
良
し
た
り

事
故
防
止
の
啓
発
に
役
立
て
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

溝
口
警
察
署
・
根
雨
土
木
事
務

所
・
交
通
安
全
指
導
員
・
交
通
安

全
母
の
会
・
保
育
園
小
中
学
校
P

T
A
な
ど
の
関
係
者
三
十
名
で
、

総
点
検
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

各
学
校
な
ど
か
ら
事
前
に
危
険
な

箇
所
の
報
告
を
受
け
、
調
査
表
を

手
に
そ
の
周
辺
を
重
点
的
に
調
査

し
ま
し
た
。

調
査
箇
所
の
内
訳
は
、
国
道
が

一
八
一
号
・
四
八
二
号
二
路
線
で

十
か
所
、
県
道
が
上
徳
山
俣
野
江

府
線
な
ど

三
路
線
で

九
か
所
、

町
道
が
久

連
洲
河
崎

線
な
ど
十

一
路
線
で

十
二
か
所

で
す
。大

型
ダ

ン
プ
の
往

来
が
激
し
い
道
や
踏
切
が
狭
く
歩

道
の
無
い
場
所
、
雨
天
の
時
、
路

上
に
水
が
た
ま
り
歩
行
者
に
し
ぶ

き
が
か
か
る
場
所
、
停
止
線
が
消

え
か
か
っ
て
見
え
な
い
場
所
な
ど

様
々
な
危
険
箇
所
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。

実
行
委
員
メ
ン
バ
ー
の
川
端
一

美
さ
ん
　
（
江
尾
小
P
T
A
会
長
）
　
は
、

「
普
段
、
車
で
ば
か
り
通
っ
て
い

る
の
で
気
が
付
か
な
い
け
れ
ど
、

⑳

⑳

わ
れ
わ
れ
大
人
で
も
怖
い
と
思
う

箇
所
が
ず
い
ぶ
ん
あ
り
ま
し
た
」

と
参
加
し
た
感
想
を
話
し
て
い
ま

し
た
。

今
後
実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー
や

道
路
管
理
者
が
、
改
良
や
修
繕
の

必
要
性
・
優
先
度
な
ど
協
議
し
、

「
安
心
し
て
通
え
る
通
学
路
」
　
の

実
現
に
向
け
て
改
善
を
行
い
ま
す
。
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○照明の暗い苦硲トンネル（助沢）

○歩道の狭い大山道路踏切（小江尾）

地
域
の
交
通
問
題
に

つ
い
て
の
相
談
・
要
望

は
地
域
交
通
安
全

活
動
推
進
委
員
へ
〃

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
員
は

道
路
交
通
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
安
委
員
会
が
委
嘱
し
、
違
法
駐

車
の
パ
ト
ロ
ー
ル
・
交
通
安
全
運

動
期
間
中
の
広
報
・
検
問
・
交
通

安
全
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
な
ど
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

江
府
町
の
地
域
交
通
安
全
活
動

推
進
員
は
、
次
の
方
で
す
。

杉
谷
五
〇
五
番
地

末
　
次
　
清
　
士
さ
ん

（
℡
七
五
－
二
六
七
二
）

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

＼

1

1

し

き

∫

ノ

′

携帯電話は幸を止めてから
～ 1 1 月 1 日か ら走 行 中の使用 が禁 止 されま す～　　　　 1．

tフ
携帯電話で話しながら運転していたら事故に…。

最近は、こうのようなケースの交通事故が増えて

浩 志 諾 荒 業 認 諾 ：携帯電話や　　　 グ　 ′

道 路交 通法 が一部 改正　　 件数も増加しています。　　　　　 自動車電話などを走行中に使用して

自動車運転中に、携帯電話やP H S　　　 これを受けて、道路交通法の一部　　 はならない、というのが規定の主な内

などを使用して発生した事故件数は、　 が改正され、「携帯電話等の走行中　　 容です。

平成10年1年間で2，648件。負傷者数　　 の使用等の禁止」に関する規定が、　　　 規定に遥反したことによって道路交

は3，814人、死者数は33人でした。携　　 今年11月1日から施行されます。自動　　 通の危険を生じさせた場合は、3か月

帯電話などの普及に伴い、事故発生　　 車などの運転者は、携帯電話やP H S 、　 以下の懲役または5万円以下の罰金

◎

平成 9年 平成 10 年 増 加 率
より 。 －、

点付され、反則金の額は普通車で

9，000円となります。

＊ ＊ ＊
自動車運転中の携帯電話の使用

はやめて、安全運転を心がけましょう。

発 生 件 数 2 ，2 9 9 2 ，6 4 8 15 ．3 ％

死　 者　 数 2 5 3 3 3 2 ．0 ％

負 傷 音 数 3 ，3 2 8 3 ，8 14 14 ．6 ％

■携帯電話使用中の人身事故発生状況
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
御
在
位
十
周
年

天
皇
皇
后
両
陛
下
御
在
位
十
周
年
を
記
念
し
、
国
民
こ
ぞ
っ
て
こ

れ
を
祝
う
た
め
、
十
一
月
十
二
日
国
立
劇
場
に
お
い
て
天
皇
皇
后
両

陛
下
御
在
位
十
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
る
こ
と
が
九
月
二
十
八

日
の
閣
議
で
決
定
し
ま
し
た
。

本
町
で
も
町
を
あ
げ
て
お
祝
い
す
る
た
め
、
当
日
各
家
庭
、
事
業

所
等
で
の
国
旗
掲
揚
を
お
願
い
し
ま
す
。

星
◆
▲
！
◆
▲
雪
◆
▲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
T
▼
・
l
▲
l
・
▼
・

お
ど
ぞ
か
に
職
種

新
岩
月
禁
制
顛
志
田
抜
穂
武

九
月
十
六
日
、
抜
穂
式
が
小

原
の
献
穀
斎
田
で
、
献
穀
者
の

川
上
充
親
さ
ん
を
は
じ
め
、
福

田
町
長
、
地
区
住
民
な
ど
関
係

者
お
よ
そ
六
十
人
が
参
加
し
て

お
ご
そ
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

斎
田
は
米
沢
小
学
校
横
に
あ

り
広
さ
は
二
㌦
で
す
。
は
じ
め

に
神
事
が
行
わ
れ
、
関
係
者
代

表
十
四
人
が
斎
田
に
入
り
、
た

わ
わ
に
実
っ
た
稲
を
鎌
で
て
い

ね
い
に
刈
り
取
り
ま
し
た
。

刈
り
取
っ
た
稲
は
脱
穀
、
乾

燥
後
、
十
月
二
十
七
日
に
皇
居

で
献
上
さ
れ
ま
し
た
。

0
抜
穂
式
の
よ
う
す

■
・

・
′

l′　＿．ン．

竺　竺　木　本　本金郷

蒜
の
金
誓
曾
婦
に
記
念
品
贈
ら
れ
㌔

九
月
十
四
日
、
結
婚
五
十
周
年
を
迎
え
た
ご
夫
婦
に
、
藤
原
助
役
か
ら
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
金
婚
式
を
迎
え
た
の
は
、
町
内
三
十
二
組
。
と
も
に
人
生
を
励
ま
し
あ
い
な

が
ら
歩
ま
れ
た
ご
夫
婦
に
、
心
か
ら
の
祝
福
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ご
夫
婦
は
次
の
と
お
り
で
す
。

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た

草
　
原
　
房
　
明

恒
　
子

中　藤　田

川　原　口

孝福

茂枝雄薫

吉　西

原　成

中

祖

岩近

子好

砂
　
口

允

貝　貝

利
　
枝

吉
　
原
　
　
中
　
祖
　
規
矩
夫

春
　
子

本
　
四

久　久　新

連　連　二

佐　佐

川　川

山

　

口

福
　
田

手
　
島

竹
　
内

関
　
内

手
　
島

住
　
田

加
　
藤

柿
　
原
　
　
田
　
中

袋
　
原
　
　
清
　
水

益
　
之

歌
　
子

健
次
郎

桟
美
子

俊
　
夫

貞
　
悪

垂
　
敬

益
　
代勇

節
　
子武

美
代
子

武
　
治

悪
美
子

孝
　
治

の
ぶ
子

正
　
美

一

　

枝威

美
保
子順

幹
　
枝

吉
　
原
　
　
新
　
見

洲
河
崎
　
　
影
　
山

宮
の
前
　
　
土
井
垣

新
　
道
　
　
宇
田
川

池
の
内
　
　
藤
　
原

下
蚊
屋
　
　
中
　
尾

下
蚊
屋
　
　
筒
　
井

杉
　
谷
　
　
山
　
野

美
　
用
　
　
川
　
上

¢

栗　美

⑳　尾　用

下
　
垣

昭
　
三

越
　
代

文
　
夫

茅
　
子

一

　

郎

露
　
子

文
一

さ
ゑ
子

義
　
仁

豊
　
子

祖
　
宣

柴
　
江

恒
　
治

喜
代
子

博
　
毒

あ

　

や正

町
　
代武巴

大　貝
河
原　田　田　田

安　森　岡　遠

（
敬
称
略
）

藤
　
規
矩
雄

み
ど
り

田
　
峯
　
晴求

田　　田

千公依智

廣子正里

加

藤

芳琢

⑦金婚者に藤原助役から記念品が手渡されました
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⑳

旬
で
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
者
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

⑳

／／　　　　＼、

平成1′2年4月からチャイルド

シートの着用が義務付けられるの

に伴い、人命尊重と少子化対策の

一環として町ではチャイルドシー

トの購入者に、その購入費用の一

部を助成します。

1
1
月
1
日
か
ら
受
付

六
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
お
ら
れ
る
方
で
、
次
の
条
件

を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
場
合
、
児
童
一
人
に
対
し
て
、
一
回

限
り
助
成
し
ま
す
。

①
児
童
が
、
江
府
町
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

②
児
童
が
、
平
成
五
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

③
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
平
成
十
一
年
四
月
一
日
以
降
に
購
入
し
て

い
る
こ
と
。

一
万
円
ま
た
は
購
入
金
額
の
い
ず
れ
か
低
い
方
の
額
と
す
る
。

申
請
書
は
役
場
総
務
課
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
所
定
の
事

項
を
記
入
し
、
領
収
書
ま
た
は
、
購
入
者
、
購
入
し
た
品
名
・
金
額
・

日
付
な
ど
が
確
認
で
き
る
書
面
を
添
え
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

印
鑑
・
領
収
書
・
振
替
指
定
口
座
の
わ
か
る
も

の
　
（
通
帳
な
ど
）

平
成
十
一
年
十
一
月
一
日
　
（
月
）
　
～
十
二
月
二

十
日
　
（
月
）

平
成
十
二
年
四
月
十
日
ま
で
に
お
こ
な
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
（
℡
7
5
－
2
2
1
1
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

咽ゆ桝札
／つ＝＝ここ＼

みなさん応援下さい！住民の安全を守るため

－1秒を鹿う熱い戦いを繰り広げます

日　時11月7日（日）午前10時開催

場　所　江府町総合運動公園
小雨決行

自衛消防隊の勝ち抜き戦

各集落の自衛消防隊が、放水までの速さをトーナメントで競います。
（早く的を倒したチームが勝ち残り）

⑳こんな催しもあります。（天候など事情により変更する場合があります）

○さあ－こどもたちドンドン集まれ一

口ミニ消防車やほんものの消防車に乗れる∃

□水鉄砲コーナー

□幼年消防隊（保育園年長児）の演技

□防災ヘリコプターによる救助訓練

□火災通報訓練体験コーナー

ロ家庭用消火器の詰め替えコーナー

ロ軽食コーナー

ロ救急講習コーナー

⑳
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年
賀
状
の
寄
付
金
を
も
と
に

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
福
祉
車
両
を
寄
贈

十
月
七
日
、
江
尾
郵
便
局
で
福
祉
車
両
の

贈
呈
式
が
あ
り
、
砂
口
江
尾
郵
便
局
長
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
竹
内
会
長
に
福
祉
車

両
の
キ
ー
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
福
祉
車
両
は
、
お
年
玉
付
年
賀
葉
書

寄
付
金
を
原
資
と
し
購
入
さ
れ
た
軽
ワ
ゴ
ン

車
で
す
。
後
部
ド
ア
を
開
け
る
と
緩
や
か
な

ス
ロ
ー
プ
が
つ
い
て
お
り
、
串
い
す
で
の
乗

降
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
社

協
で
は
、
こ
の
事
を
体
の
不
自
由
な
方
が
通

院
す
る
場
合
の
送
迎
な
ど
移
送
サ
ー
ビ
ス
に

利
用
す
る
予
定
で
す
。

贈
呈
式
で
は
、
竹
内
会
長
が
　
「
山
間
地
域

で
の
高
齢
者
介
護
に
は
車
両
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

大
事
に
活
用
し
、
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
ま

す
。
」
と
お
礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

●砂口局長（右）から竹内会長に
福祉車両のキーが手渡されました

○
大
型
コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る

稲
刈
の
よ
う
す

今
年
度
の
県
の
補
助
事
業
（
水

田
営
農
体
制
強
化
事
業
　
補
助

率
1
／
2
）
で
栗
尾
生
産
組
合
（
末

次
芳
人
組
合
長
）
に
四
条
刈
の
最

新
型
コ
ン
バ
イ
ン
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。こ

の
事
業
は
、
水
田
転
作
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。
大
型
コ
ン
バ
イ
ン
の
導
入
に

伴
い
、
転
作
田
の
団
地
化
や
作
業

受
託
の
推
進
を
図
る
一
方
、
水
稲
の

大
幅
な
省
力
化
に
よ
り
、
転
作
田

に
お
け
る
ソ
バ
の
栽
培
に
も
取
り
組

む
な
ど
集
落
営
農
の
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
の
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●

鱒革産共準垂で
両両重責肇套痘天資盲！

九
月
二
十
六
日
、
最
県
中
央
家
畜
市
場
（
東
伯
郡
赤
碕
町
）
に
お
い
て
、
◎

鳥
取
県
畜
産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
の
共
進
会
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
和
牛
六
十
一
頭
、
乳
牛
七

十
三
頭
の
出
品
が
あ
り
、
本
町
か
ら
も
和
種
々
牛
の
部
に
二
頭
が
出
品
さ
れ
、

と
も
に
上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
畜
産
振
興
に
お
け
る
功
績
に
よ
り
、
肉
用
牛
繁
殖
功
労
表
彰
を
野

口
光
徳
さ
ん
（
宮
市
）
、
多
産
牛
表
彰
を
佐
々
木
充
さ
ん
（
下
安
井
）
が
、
そ
れ

ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

二
区
（
平
成
十
年
六
月
十
一
日
～
八
月
十
日
ま
で
に
生
産
）

優
等
賞
七
席
　
　
じ
ゆ
ん
号
　
　
　
　
　
（
貝
田
　
森
　
田
　
彷
　
正
）

三
区
（
平
成
十
年
四
月
十
一
日
～
六
月
十
日
ま
で
に
生
産
）

優
等
賞
九
席
　
　
あ
さ
ひ
め
十
五
の
二
号
（
小
原

肉
用
牛
繁
殖
功
労
表
彰

多
産
牛
表
彰
（
や
よ
い
三
号
　
十
五
産
）

佐野川
々

木口上

森田彷正・幸枝さん夫妻
（貝　田）

■■l▼

ヽ　　　　光正

充徳昭
）

野口　光徳さん
（富　市）

川上正昭・博子さん夫妻
（小　原）

佐々木　充さん
（下安井）

Soumu
四角形
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四角形



⑳

賑
わ
う

神
戸
魚
崎
町
物
産
即
売
交
流
会

去
る
九
月
一
日
（
日
）
、
神

戸
市
・
魚
崎
町
の
川
井
公
園

を
会
場
に
、
江
府
町
の
特
産
品

の
即
売
会
が
開
催
さ
れ
、
ま
れ

に
み
る
晴
天
の
下
、
大
勢
の
魚

崎
町
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

今
年
の
物
産
即
売
交
流
会
は
、

生
産
者
に
都
市
交
流
を
体
験
し
て
い
た

だ
こ
う
と
、
美
用
集
落
の
方
々
に
自
分
た

ち
の
作
っ
た
野
菜
を
持
参
し
、
販
売
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
産
者
に
よ
る
産
地

直
送
の
新
鮮
な
野
菜
は
大
好
評
。
特
に

大
根
や
ト
マ
ト
は
大
人
気
で
、
販
売
開
始

か
ら
わ
ず
か
十
分
足
ら
ず
で
売
り
き
れ

る
ほ
ど
で
し
た
。

特
産
品
の
販
売
と
併
せ
て
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
。
「
木
工
ろ
く
ろ
体
験
教
室
」
と
「
し

い
た
け
の
ほ
だ
木
を
作
っ
て
み
よ
う
」
の
二

つ
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
。
ど
ち
ら
も
た
く
さ
ん

の
親
子
連
れ
で
大
盛
況
。

「
木
工
ろ
く
ろ
体
験
教
室
」
は
特
に

大
人
気
。
小
鉢
や
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
の
あ

ら
か
じ
め
形
を
整
え
て
あ
る
材
料
を
仕

上
げ
て
い
き
ま
す
。
大
人
か
ら
子
供
ま
で
、

一
生
懸
命
木
工
作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
出
来

あ
が
っ
た
自
分
だ
け
の
作
品
を
手
に
大

喜
び
で
し
た
。

「
し
い
た
け
の
ほ
だ
木
を
作
っ
て
み
よ

う
」
で
は
、
三
十
誓
ほ
ど
に
切
っ
た
原
木

を
江
府
町
か
ら
運
搬
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
初
め
て
の
体
験
に
大
喜
び
、
汗
だ

く
に
な
り
な
が
ら
、
金
づ
ち
を
手
に
し
い

た
け
菌
を
植
え
込
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
の
交
流
会
は
例
年
に
な
く
多
く

の
参
加
者
が
あ
り
、
特
に
イ
ベ
ン
ト
は
受

付
時
間
終
了
後
も
希
望
者
が
続
く
大

人
気
。
子
供
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
笑
い

声
が
い
つ
ま
で
も
響
い
て
い
ま
し
た
。

●みんな真剣（しいたけほだ木コーナー）

○産地直送野菜は買物客に大好評

⑳

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
集
中
力
を
養
い

交
通
事
故
防
止

第
八
回
溝
口
警
察
地
区
地
域
安
全
親
善
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
九
月
二
十
二
日
、
江
府
町

運
動
公
園
総
合
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
溝
口
警
察
署
管
内
三
町
か

ら
二
十
二
チ
ー
ム
が
参
加
。
本
町
か
ら
は
六
チ

ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

初
め
に
大
会
長
の
福
田
町
長
が
　
「
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
で
養
わ
れ
た
体
力
や
集
中
力
は
交
通
事
故

防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
日
は
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」
　
と

参
加
し
た
選
手
を
激
励
。

そ
の
後
早
速
競
技
に
移
り
、
前
日
の
台
風
十

八
号
の
影
響
で
、
時
折
小
雨
が
ば
ら
つ
き
、
グ

ラ
ン
ド
が
ぬ
か
る
む
あ
い
に
く
の
天
気
模
様
で

し
た
が
、
選
手
は
気
に
す
る
こ
と
も
な
く
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

一一　㌢‾1

●熱心にプレーする選手

貼って準優勝！

●チロルジュニア江府の選手

第
二
十
六
回
日
野
郡
少
年
野
球
日
南

町
大
会
が
日
南
町
総
合
グ
ラ
ン
ド
で
開

か
れ
、
チ
ロ
ル
ジ
ュ
ニ
ア
江
府
が
準
優

勝
に
輝
き
、
西
部
地
区
大
会
の
出
場
権

を
獲
得
し
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
、
一
回
戦
不
戦
勝
。
二

回
戦
は
多
里
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
九
対

六
で
打
ち
勝
ち
ま
し
た
。
注
目
は
三
回
戦
。

最
終
回
二
ア
ウ
ト
ま
で
二
対
四
の
劣
勢

で
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
反
撃
。
土
居
洋

三
く
ん
　
（
江
尾
小
）
　
の
レ
フ
ト
オ
ー
バ

ー
本
塁
打
で
同
点
に
追
い
つ
き
そ
の
ま

ま
試
合
終
了
。
抽
選
と
な
り
ま
し
た
が

み
ん
な
の
願
い
が
通
じ
た
の
か
、
運
良

く
勝
利
し
ま
し
た
。

決
勝
戦
で
は
、
根
雨
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
二
対
十
三
と
惜
し
く
も
破
れ
ま
し

た
が
、
み
ん
な
頑
張
り
持
て
る
力
を
全

部
出
し
き
り
ま
し
た
。

◎
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1「l‾11［；コ［1二L［二日］口l二日］亡rコU Lト亡【二】［1こl

HllH e L」】 二「「＝一・二一‾一‾‾‾二‾‾‾二一二‾‾・‾・l

U L1し」し．．且こ＿こづ
ll1

ニー観光協会長賞　　「舟谷川幻想」　　　加藤　邦樹さん（江府町）

（ニ）審査員特別賞　「踊りの輪」　安達　務さん（米子市）

◎審査員特別賞「99年夏」樋口純敏さん（江府町）
（参

Soumu
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佳作「ぼくも」青島　潤承さん（米子市）

佳作「おとめ」長尾　努さん（島根県伯太町）

佳作「サルビアの咲く頃」勝部　将之さん（淀江町）

佳作「こたいぢ踊り」城下　進さん（米子市）

◎

ロ〔〕口l二日コ1二】 L〕二」ミ〕【：1

入　選　「対」　青島　潤承さん（米子市）

入　選「奉納荒神神楽」城下　　進さん（米子市）

佳作「The一仁輪加」加藤　邦樹さん（江府町）‾＿・入　選「火文字と夜景」小谷　元伸さん（江府町）

Soumu
四角形
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／凋勅願鑑／の廊決だついて

どうすれば「同和問題」を解決することができるか

について、10余りの代表的な意見〔質問〕を示した上

でとくに重要と思うもの2つ以内をあげてもらいました。

「同和問題」の解決ということについて、とくに重要

と思うものを2つ選んで○印をつけてください。

1．「同和地区」の人びとが、まず差別されないようにするこ

とが大切である

2．このままそっとしておけば自然になくなると思う

3．「同和地区」の人びとが、かたまって住まないで、分散し

て住むようにすればよい

4．学校教育、社会教育を通じて、差別意識をなくし、人権を

大切にする教育活動、啓発活動を積極的に行う

5．「同和地区」の人びとに安定した仕事を保障し、生活力を

高める

6．「同和地区」の人びとの教育水準を高める

7．「同和地区」の人びとが、「同和問題」をなくすため、積

極的に行政や「同和地区外」の人びとに働きかけるように

する

8．差別したり、差別を営利目的に使うものを法律で処罰する

9．基本的人権を守り、真の民主主義の確立をめざす国民的運

動を拡大・強化する

10．「同和地区」の住宅や生活環境を改善・整備する

11．どんなことをしても、「部落差別」はなくならない

12．「同和地区」の人びとを特別扱いしない方がよい

13．わからない

◎

砂
。
．
細
茶

～
人
権
文
化
あ
ふ
れ
る
江
府
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
～

Soumu
四角形

Soumu
四角形



“寝た子を起こすな’’という考え方が依然根強く残って

いるし、同和対策事業の意義とその成果を総括し、理解を

求める啓発の推進が望まれる。

「同和地区」の人びとが、まず差別されないようにすること

そっとしておけば自然になくなる

かたまって住まないで、分散して住むようにする

人権を大切にする教育・啓発を積極的に行う

安定した仕事を保障し生活力を高める

「地区」の人びとの教育水準を高める

積極的に行政や「地区外」の人びとに働きかける

差別を営利目的に使うものを法律で処罰する

民主主義の確立をめざす国民的運動を拡大強化する

「地区」の住宅や生活環境を改善・整備する

どんなことをしても「部落差別」はなくならない

「同和地区」の人びとを特別扱いにしない方がよい

わからない

回答なし

●結
果
を
図
1
に
ま
と
め
て
い
ま

す
が
、
「
同
和
問
題
」
解
決
へ
の

積
極
的
な
意
見
と
し
て
は
、
「
学

校
教
育
・
社
会
教
育
を
通
じ
て
差

別
意
識
を
な
く
し
、
人
権
を
大
切

に
す
る
教
育
活
動
、
啓
発
活
動
を

積
極
的
に
行
う
」
　
（
三
五
・
三
％
）

を
は
じ
め
、
「
基
本
的
人
権
を
守
り
、

其
の
民
主
主
義
の
確
立
を
め
ざ
す

国
民
的
運
動
を
拡
大
・
強
化
す
る
」

（
一
六
・
八
％
）
　
な
ど
は
、
か
な

り
ま
と
ま
っ
て
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
「
差
別
し
た
り
、
差
別
を

営
利
目
的
に
使
う
も
の
を
法
律
で

処
罰
す
る
」
　
（
三
・
七
％
）
、

「
『
同
和
地
区
』
　
の
人
び
と
が
、

『
同
和
問
題
』
　
を
な
く
す
た
め
、

積
極
的
に
行
政
や
『
同
和
地
区
外
』

の
人
び
と
に
働
き
か
け
る
よ
う
に

す
る
」
　
（
三
二
二
％
）
、
「
『
同

和
地
区
』
　
の
人
び
と
の
教
育
水
準

を
高
め
る
」
　
（
二
・
二
％
）
、

「
『
同
和
地
区
』
　
の
人
び
と
に
安

定
し
た
仕
事
を
保
障
し
、
生
活
力

を
高
め
る
」
　
（
二
・
一
％
）
、

「
『
同
和
地
区
』
住
宅
や
生
活
環

境
を
改
善
・
整
備
す
る
」
　
（
一

一
％
）
　
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
少
数

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対

し
て
　
「
『
同
和
地
区
』
　
の
人
び
と

を
特
別
扱
い
に
し
な
い
方
が
よ
い
」

と
答
え
た
も
の
が
三
八
・
三
％
も

あ
り
、
ま
た
　
「
『
同
和
地
区
』
　
の

人
び
と
が
、
ま
ず
差
別
さ
れ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」

（
二
三
・
二
％
）
　
と
か
　
「
こ
の
ま

ま
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
自
然
に
な

く
な
る
と
思
う
」
　
（
二
〇
・
九
％
）

と
し
た
も
の
も
二
割
を
こ
え
、

「
『
同
和
地
区
』
　
の
人
び
と
が
、

か
た
ま
っ
て
住
ま
な
い
で
、
分
散

し
て
住
む
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
」

（
六
二
二
％
）
　
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

〝
寝
た
子
を
起
こ
す
な
″
論
や
『
部

落
民
分
散
論
』
　
に
つ
な
が
る
消
極

的
な
意
見
が
相
当
の
割
合
を
占
め

て
い
る
こ
と
は
、
と
く
に
注
意
す

る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
国
を

は
じ
め
、
県
・
町
が
約
三
〇
年
間

に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
同

和
対
策
事
業
の
意
義
や
目
的
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
、
こ
れ
ま
で

の
成
果
を
総
括
し
、
町
民
の
理
解

と
支
援
を
求
め
る
こ
と
が
今
後
の

啓
発
活
動
に
お
い
て
も
、
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
し

ょ
う
。

⑬
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町教育委員に

加藤美佐子さん再任

九
月
二
十
九
日
、

町
議
会
で
、
俣
野
の

加
藤
美
佐
子
さ
ん
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
十

五
年
九
月
ま
で
で
す
。

何
歳
尺
膝
？

十
月
三
日
　
（
日
）
　
町
総
合
体
育

館
で
、
体
力
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た

こ
れ
は
、
国
民
の
体
力
・
運
動

能
力
の
現
状
を
把
握
し
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
の
基
礎
資
料

と
す
る
た
め
、
全
国
の
市
町
村
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
握
力
か
ら
、
上
体

起
こ
し
・
長
座
体
前
屈
・
反
復
横

と
び
‥
立
ち
幅
跳
び
二
一
十
m
シ

ャ
ト
ル
ラ
ン
ま
で
六
種
目
を
約
六

十
名
の
方
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

貝田のタブノキ・貝田のサワラ

町天然記念物に指定

江
府
町
教
育
委
員
会
は
九
月
十
日
、
貝
田
の
タ
ブ
ノ

キ
と
貝
田
の
サ
ワ
ラ
を
町
の
天
然
記
念
物
（
植
物
）
に
指

定
し
た
。

貝
田
の
タ
ブ
ノ
キ
は
、
貝
田
神
社
境
内
に
あ
る
推
定

樹
齢
四
〇
〇
年
、
胸
高
直
径
四
・
二
m
、
樹
高
お
よ
そ
十

五
m
の
ク
ス
ノ
キ
科
の
植
物
で
県
内
に
は
多
く
分
布
し
て

い
る
が
こ
の
よ
う
な
大
木
は
珍
し
い
。

ま
た
、
貝
田
の
サ
ワ
ラ
も
貝
田
神
社
境
内
に
あ
り
、
推

定
樹
齢
五
〇
〇
年
、
胸
高
直
径
三
・
八
m
、
樹
高
お
よ
そ

二
十
m
の
ヒ
ノ
キ
科
の
植
物
で
、
平
成
九
年
度
県
の
「
と
っ

と
り
名
木
一
〇
〇
選
」
に
指
定
を
受
け
た
大
木
で
あ
る
。

貝
田
集
落
は
昔
か
ら
サ
ワ
ラ
の
木
を
使
い
柄
杓
、
メ
ン

コ
等
を
製
作
し
当
時
の
産
業
と
し
て
い
た
。
そ
う
し
た

民
俗
文
化
の
意
味
も
あ
り
指
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
大
木
は
今
で
も
当
神
社
の
御
神
木
と
し
て
大
切
に

保
護
さ
れ
て
い
る
。

△貝田のサワラ

貝田のタブノキ♭

▼御机　松涌家の墓（両墓制の墓）

⑳

十
月
五
日
　
（
火
）
、
町
文
化
協

会
・
町
ふ
る
さ
と
を
知
る
会
・
町

公
民
館
主
催
に
よ
る
　
『
ふ
る
さ
と

の
文
化
財
め
ぐ
り
』
　
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
文
化
協
会
、

ふ
る
さ
と
を
知
る
会
員
の
説
明
で

貝
田
古
墳
・
須
郷
の
大
灯
籠
・
御

机
の
松
浦
家
の
墓
・
農
業
資
料

館
・
林
原
の
高
森
神
社
の
な
ど
を

巡
る
他
、
奥
大
山
の
水
工
場
・
建

設
中
の
エ
バ
ー
ラ
ン
ド
奥
大
山
・

柿
原
竹
炭
生
産
組
合
な
ど
も
見
学
し
、

昼
食
に
は
、
し
い
た
け
園
こ
だ
ち

で
旬
の
し
い
た
け
を
賞
味
し
ま
し
た
。

▲約150段の石段
高森神社（柿原）

御机神社D

Soumu
四角形

Soumu
四角形



江
府
町
文
化
祭
9
9

⑳

立
白
楽
・
芸
能
発
表
芸

十
月
十
七
日
　
（
日
）
　
今
年
で
第

十
回
日
と
な
る
、
江
府
町
文
化
祭

音
楽
・
芸
能
発
表
会
が
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
日
頃
町
内
で

活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
・
グ
ル
ー

プ
・
個
人
の
方
々
の
発
表
の
場
を

提
供
し
、
ま
た
生
涯
学
習
の
一
環

と
し
て
広
く
町
民
の
方
々
に
活
動

の
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
後
の
活
動
に
生
か
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
ご
出
演
い
た
だ
い
た
皆
様
は
、

ア
イ
リ
ス
合
唱
団
‥
つ
ぐ
い
す
会
・

芳
扇
会
・
あ
や
め
会
・
井
上
健
さ

ん
　
（
応
援
1
坂
口
美
弥
子
さ
ん
）
・

F
 
O
 
r
 
C
 
u
 
S
・
江
府
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
方
々
で
す
。

∴圭∴薫完

取るきち寧歩！－甲鱒鞄f二
一一～奥大山チロルの里健康ウオークラリ〉－’99～一　一

⑳

十
月
十
日
（
日
）
体
育
の
日
、

J
A
鳥
取
西
部
農
協
育
苗
セ

ン
タ
ー
前
を
ス
タ
ー
ト
に
、
初

秋
の
佐
川
地
内
を
巡
る
コ
ー

ス
で
、
奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
健

康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
町
内
は
も
と
よ
り
、

境
港
市
、
淀
江
町
な
ど
か
ら

三
十
六
組
百
四
十
名
の
参

加
が
あ
り
、
楽
し
い
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

り　ザ　ル　ト（敬称略）
第1位　ONE PI ECE

（中田　尚、本高秀幸、カロ藤　康、清水星弥、田口泰洋）
2位　A・Aガールズ

（住田径千・亜紀・信子・順子、藤森　彩・かえで）
3位　うさぎチーム

（生田いずみ・真奈美・雄人）
4位　ガンダムチーム

（川上けんいち、藤田ともひろ、川上はるき、川上千春）
5位　加藤三兄弟・僚　翔　大介

（カロ藤義也・敦子・僚・翔・大介）
6位　コロクリチーム

（西村悠奈、影山真理、土井垣奈津実、小滝裕実、橋谷　遼・久美）
かくし賞
10位　マ手代オー’99

（影山夕姫・久志、野坂奈央・厚仁・千鶴）
20位　ホワイトフラワー

（篠田亮子、森田成美、坂本望実・明美）
30位　少年たんてい団チーム

（カロ藤淳子・匠・康介、藤田優治・洋子）

◎
第
六
回
町
秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

と
　
き
ー
十
月
二
日
　
（
土
）

と
こ
ろ
－
連
動
公
園
グ
ラ
ン
ド

第
一
位
　
建
井
　
玲
子
さ
ん

二
位
　
高
山
伊
磋
雄
さ
ん

三
位
　
大
塚
　
和
子
さ
ん

◎
第
二
十
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

と
　
き
－
十
月
三
日
　
（
土
）

と
こ
ろ
－
町
総
合
体
育
館

一
般
男
子
の
部

第
一
位
　
貝
田
チ
ー
ム

二
位
　
新
道
・
一
日
一
チ
ー
ム

三
位
　
池
ノ
内
チ
ー
ム

一
般
女
子
の
部

第
一
位
　
洲
河
崎
チ
ー
ム

二
位
　
本
町
五
丁
目
チ
ー
ム

三
位
　
池
ノ
内
チ
ー
ム

男
女
混
成
の
部

第
一
位
　
米
原
チ
ー
ム

二
位
　
佐
川
チ
ー
ム

三
位
　
本
町
二
丁
目
チ
ー
ム▲一般女子優勝の洲河崎チーム

◎
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．江府秋。夜長の蕊
■日　時

平成11年11月13日（土）

午後7時～9時

■会　場

江府中学校体育館

■出演者（予定）

森下滋（プロピアニスト）・いまづ屋バ

ンド・江府中学校吹奏楽部・米子エス

ペランスダルモニー

■入場料　500円（中学生以下は無料）

お問い合わせは、江府秋の夜長の音楽

会実行委員会事務局

江府町役場　産業振興課内

カロ藤（℡75－3222）まで

ヒース◆ジャズ◆アンサンフル

かdコンサート

11／20（土）PM6：30開演
（6：00開場）

溝口町鬼の館ホール

ゲスト：諸侯猛（ドラム）

（呂㌫諾講師）
チケット：

大　　　人1700円（当日2000円）

高校生以下1000円（当日1200円）

（幼児は無料）

チケットなど問い合わせ先：

江府町公民館事務局

℡75－3211

凡　　　　　　　　　、「

▲、＼

⑳

年末調整説明会

平成11年分給与所得者の「年

末調整説明会」を次の日程で

行います。

■日　時

11月15日（月）

午後1時30分～3時30分

■場　所

溝口町中央公民館

（日野郡溝口町溝口）

■対　象

溝口町、江府町、日野町に所

在する源泉徴収義務者

（官公庁弓国人の青色申告

事業者を除く）

税を知る週間

11月11日～17日

平成11年サービス業基本調査

平成11年11月15日、サービス業
基本調査が全国で実施されます。

この調査は、我が国のサービス
業に関する基礎資料を得るための
大切な調査です。

調査の対象となる事務所・店舗・
施設には、調査員が伺いますので、

ご協力をお願いします。

秘密は守られます

江府町地域振興株式会社臨時職員募集
江府町地域振興株式会社では、新規事業工バーランド奥大山開業

に伴い下記臨時職員を募集します。

【職　種】スキーレンタル業務　3名

レストラン喫茶業務　7名

売店業務　　　　　　1名

調理場関係業務　　　3名

施設車輌業務　　　1名

清掃業務　　　　　　1名

計　　　　　16名

【勤務地】　鳥取県日野郡江府町大字御机字大平原

工バーランド奥大山

【勤務時間】基本　8時30分～17時30分

但し、業務により交替制があります。

【給　与】　当社給与規程により面談の上、年齢経験、能力などを

考慮の上決定します。

【休日印刷　会社指定日

【応　募】　履歴書（写真送付）をご郵送ください。

【応募締切】平成11年11月30日（火）

【問い合わせ先】応募に関すること、また仕事に関することなど、

どんな事でも構いません。お気軽にお問い合わせく

ださい。

鳥取県日野郡江府町江尾

江府町役場内　工パーランド奥大山
担当　支配人　松原まで

TEL O859（77）2828
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人の動き9月届
（敬称略）

◎お誕生おめでとう
（住所）　（氏名）

本　五　中前　瑛二

（性別）（保護者）

男　雄一

◎ごめい福を祈ります
（住所）　（氏名）（年齢）（世帯主）

吉　原　新見　敬枝　79歳　均

御　机　中田さだ子　90歳　茂贋

新　道　影山　栗響　75歳　本人

さばなどの青身の魚にはHDLコレス

テロール（善玉）を増やすDHAを多く含

んでいます。

また、野菜の繊維もしっかり摂って高

脂血症を予防しましよう。

・・・さばのトマト煮・・・

◆材　料（4人分）

さば　　　　　280g

玉ねぎ　　　　200g

セロリ　　　　409

にんにく　　　1かけ

トマト水煮缶　8009

（汁ごと）

小麦粉　　　大さじ2

塩　　　　小さじ2

こしょう　　小さじ2

サラダ油　　大さじ2

ローリエ　　　2枚

パセリ　　　　少々

⑳

◆作り方

1三枚におろしたさばは、1～2センチ

のそぎ切りにし、こしょうをふU、小麦

粉をまぶす。

2　揚げ油を熟し、さばを入れ、カラリと揚

げる。

3　玉ねぎ、セロリ、にんにくは、それぞれみ

じん切りにする。

4　鍋にサラダ油を熟し、玉ねぎ、セロリ、に

んにくをよくいためる。

ここにトマトの水煮を汁ごと加え、ロー

リエ、塩、こしょうを力□えて、弱火で約30

分煮込む。

5　揚げておいたさばを加え、5～6分煮て

火を止める。

器に盛り、パセリのみじん切りをふる。

★魚は、さば以外に、あじいわし、さわら、

などでも良い。

トマトは、生のよく熟した物を使っても良い。

その時は、へタをくり抜き、熱湯につけ、

皮をむいて、種と汁を除き、租く刻んで使う。

⑧（㊨　㊥　㊨　10月分
求 人 事業 所名 所　 在　 地 職　　　　 種 年　 齢 賃　　　 金 就業 時 間

有限会社 浜　　 本　　 組 江尾 17 4 8 －6 施工管理技術者見習 18 ～40 150 ，0 00 ～20 0，00 0 8 ：0 0～16：3 0

ク ク 施工管理技術者 18 ′－50 160 ，000 ～3 70，00 0 8：0 0～16：3 0

藤　　 田　　 商　　 事 武庫 1 16 －1 事務員 20 ～40 115，000 ～160，00 0 8 0 0～17 0 0

江府呵 地域振興株 式会社 御机 レストラン・売店係 2 0～3 0 108 ，000 ～132，00 0
7
8
11

30 ～16
30 ～17
00 ～22

3 0
3 0
00

ク ク 調理師 2 0～3 0 12 6，000 ～154，00 0
7
8
11

30 ～16
30 ～17
00 ～22

3 0
3 0
0 0

日野建設業協同組合フロック工場 久遠4 5 3 －6 生コンミキサーオペレーター 2 0～4 5 15 0，000 ～160，00 0 8 ：00 ～17：15

ク ク コンクリート製品製造 2 0～6 0 23 0，00 0 8 ：00 ～17 ：15

（男女雇用機会均等法の改正により、性別を問う求人募集は原則禁止となりました。今後お知らせする求人は全て男女不問です。）

※町報掲載時までに充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。

「
洲
河
崎
で
山
林
火
災
発
生
」
急
い

で
着
替
え
取
材
用
の
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
を

抱
え
て
現
場
に
直
行
▼
す
で
に
消

防
車
が
数
台
到
着
し
て
お
り
消
火

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
火
災
現
場
の

道
路
は
狭
い
う
え
、
車
で
行
け
る
道

路
か
ら
三
十
分
も
か
か
る
急
斜
面

で
す
。
と
り
あ
え
ず
指
揮
者
の
指
示

を
受
け
、
機
材
を
現
場
近
く
ま
で

運
び
ま
し
た
。
消
防
車
か
ら
の
水
は

現
場
ま
で
届
か
ず
、
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ

ー
に
水
を
入
れ
、
背
中
に
担
ぎ
消
火

す
る
と
い
う
気
の
遠
く
な
る
よ
う

な
地
道
な
作
業
で
す
。
そ
の
後
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
応
援
に
か
け
つ
け
一

気
に
消
火
活
動
は
進
み
ま
し
た
▼

そ
ん
な
状
況
を
カ
メ
ラ
に
納
め
よ
う

と
現
場
に
向
か
い
ま
し
た
が
あ
ま
り

に
急
な
坂
の
た
め
途
中
で
ダ
ウ
ン
。

そ
の
横
を
某
テ
レ
ビ
局
の
カ
メ
ラ
マ
ン

が
掘
影
用
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
背
負
い

通
り
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
プ
ロ
の

体
力
と
根
性
に
感
心
▼
こ
の
日
は
、

全
く
の
無
風
状
態
。
不
幸
中
の
幸
い

で
し
た
。
全
て
の
作
業
が
終
わ
っ
た

の
は
午
後
八
時
す
ぎ
。
消
防
団
員
の

熟
で
溶
け
た
長
靴
が
山
林
火
災
の

恐
ろ
し
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

町
報
十
月
号
作
成
に
頭
を
悩
ま

せ
て
い
た
十
月
十
九
日
午
後
、
突
然

の
サ
イ
レ
ン
の
音
。
緊
張
の
瞬
間
で
す
。
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夢はもう少し軽く移ることです。

江府呵地域振興（株）勤務

北　村　清　書さん（助沢・18歳）

○佐吉につ机で敏免で≪ださと　　　。

今年の10月に勤め始めたばかりです。12月にオ

ープンする工バーランド奥大山で働く予定で、今は

県立フラワーパークレストランで接客業務の研修を

しています。工バーランド奥大山の完成が待ち遠し

いです。

㊥趣味劇団です由も　　。

音楽鑑賞（グレイ・浜崎あゆみ、など今時の音楽を

聴いています。）

カラオケ（いつも、イルカのなごり雪をしんみり歌

います。）

ダイエット（寝る前に、10分間必ず体操してます。）

○理想⑳肇材訝鎗男性は一一一　。

明るくて、釣らない人です。

○ぎ三宿町にの篭しめこと臆　　。

カラオケボックスなどもう少し遊ぶところがあれ

ばいいと思います。

世帯数1．215世帯（±0）人口4．207人（－1）男1．985人（＋2）女2，222人（－3）（）は前月比　9月末

尼萱萱　発行／溺田丁役場諾謁昌芭SJ莞聖賢『野崇等諜諸芸昌喜　編集／総務課印刷／株式会社高下印刷
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